
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ２０１０年８月１日             NO,２２３ 

  
こ
ん
に
ち
は
。
参
議
院
選
挙
で
の
議
席
増
を
受
け
、
み
ん
な
の
党
は
、
政
策
や
争
点
ご
と
の
「
ク
ロ
ス

連
合
」
を
模
索
し
、
「
独
立
行
政
法
人
の
全
廃
を
ふ
く
む
『
行
革
・
無
駄
遣
い
解
消
の
た
め
の
与
野
党
協

議
会
』
を
」
主
張
す
る
一
方
で
、
民
主
党
は
、
み
ん
な
の
党
に
秋
波
を
送
っ
て
い
ま
す
。 

 

「
増
税
の
前
に
や
る
べ
き
こ
と
が
あ
る
」
―
参
議
院
選
挙
で
み
ん
な
の
党
は
こ
う
訴
え
ま
し
た
が
、
そ

の
中
心
点
は
、
「
民
間
で
で
き
る
こ
と
は
民
間
で
。
地
方
に
で
き
る
こ
と
は
地
方
に
」
と
い
う
も
の
で
、

貧
困
と
格
差
を
拡
大
し
た
、
「
小
泉
構
造
改
革
」
と
ま
っ
た
く
同
じ
で
す
。 

 

こ
れ
で
は
、
国
民
に
と
っ
て
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
が
削
ら
れ
、
野
放
図
な
「
行
革
」
が
あ
お
ら
れ
、
消
費 

 
 

 
 

 
 

 

税
の
増
税
と
い
う
シ
ナ
リ
オ
が
見
え
て
き
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

ほ
ん
と
う
に
無
駄
を
な
く
す
と
い
う
な
ら
、
政
党
助
成
金
や
ア
メ
リ
カ
軍
へ
の
思
い 

や
り
予
算
こ
そ
た
だ
ち
に
な
く
す
べ
き
で
す
。 

 ボールドウィン３号機など森林鉄道車両の展示や

パネルディスカッションなど、第５回根利森林鉄道ま 

               つりが７月２５日、 

根利の林業機械化  

センターで開かれま

した。 

まつりには、多く  

の鉄道ファンが集ま

りました。 

   県立土屋文明記念文学館の巡回展が７月２６日か

                ら、白沢町公民館３階展示室ではじまりました。 

                          今年は、黄金バットや 

                         鞍馬天狗などの紙芝居な 

                         どが展示され、８月１３ 

                         日までおこなわれます。 

                          午前９時～午後４時で、 

                         土・日は除きます。 

 真田道のもう一つのルートは、沼 

田城の大手門から戸鹿野町、新町、 

戸鹿野橋、屋形原町そして篠尾神社 

の前を通って小峠を越え、高山村に 

通じていました。 

 篠尾神社には、「日本武尊が利根の 

湖を切り開き良田とし、館の跡に社 

を建立したのが篠尾神社のはじまり」 

という話しが伝わっています。 

 境内には、沼田の名木百選に選定 

されているケヤキ（樹高３０．９５ 

㍍）とイチョウ（樹高３３．３８㍍）があります。 

 篠尾神社の近くに沼田かるたに「鼎斎は川田の生まれ 書の大

家」と読まれている、生方鼎斎が生まれた家があります。 

                生方鼎斎は、修験篠生院の子 

               として、江戸時代末期に生まれ 

               ました。 

                 鼎斎は、大間々の田部井家に 

                入り婿し書を習い、後に江戸に 

                出て、巻菱湖（まきりょうこ） 

                に師事し、「天保通宝」の文字 

                を書きました。 

厚生労働省は７月２３日、高齢者医療制度改革会議を開き、特定の年齢

以上の高齢者を差別して、負担増と医療抑制を強いる後期高齢者医療制度

の根幹を残す、「新制度」の中間取りまとめ案を示しました。 

  それによれば、約８割の高齢者を国民健康保険に加入させ、７５歳また   

          は６５歳以上の高齢者は都道府県単位、それ以下は市 

          町村単位の財政運営とする予定です。 

           高齢者医療の財政を別勘定にし、一定割合を高齢者 

          の負担にするのは、後期高齢者医療制度と同じで、高 

          齢化の進展によって、保険料が際限なく上がる仕組み 

          となっており、こうした高齢者を差別するような医療 

          制度は、ただちに廃止させなくてはなりません。 

           ７月２５日、白沢ふるさとまつりが 

             おこなわれ、大人神輿８基、こども神 

             輿６基が各地区から参加しました。 

              尾合地区の神輿は時々、うさぎが跳 

ねるようにジャンプする（写真）独特 

な担ぎ方をします。 

 暑いなか、大勢の人が神輿の競演を 

楽しみました。 


